
「ピッピツピッチョー、チチ、ツツピー」とのどかなさえずり

が沼沿いの藪から聞こえてきたら、木のてっぺんを探してみま

しょう。上の写真のように一生懸命さえずるホオジロの雄が見

つかるはずです。ホオジロのさえずりは7月ごろまで聞かれます

が、もっとも盛んにさえずるのは繁殖を始める4月ごろです。 

春は、冬を越した鳥・昆虫・植物が新しい世代を生み出す繁殖

の季節です。今回のてがたんでは、春限定で見られる生きもの

たちを探してみましょう。 

  

▲沼沿いでさえずるホオジロの雄。 



春限定！ の生きものたち 
1年のうちで春にしか見られない生きものや、春に見られる特徴
的な行動を見つけてみましょう。 

チョウの仲間には年に複数回
発生するものがあり、出現す
る季節によって模様が違うこ
とがあります。ベニシジミや
モンシロチョウの春限定の姿
を観察しましょう。 
 

 ベニシジミ(春型) 

ムラサキサギゴケ タチツボスミレ 

モズ カルガモ 

モズは、3～4月に手賀沼沿い
で1回目の繁殖を開始しま
す。今時期には巣作り中、ま
たは抱卵中の巣が多く、巣材
運びや雄の餌運びなどの繁殖
行動が見られるかもしれませ
ん。 

手賀沼周辺で一年中見られる
カルガモは、4～5月に最初の
繁殖を行います。この時期に
は、雄と雌が一緒にいる様子
や、上空を飛んで追いかけあ
う行動がよく見られます。 

ムラサキサギゴケはハエドク
ソウ科の植物で（コケ類では
ありません）湿った低い草地
の中に紫色の花を咲かせま
す。花期は初夏までで、春に
限定して見られます。 

日当たりのよい場所には、ス
ミレの仲間が見られます。他
の植物が葉を茂らせる前に花
を付けることで、花粉を運ん
でくれる昆虫に対してアピー
ルすることができるのです。 

ツマキチョウ 

ツマキチョウは、モンシロ
チョウよりも少し小型で、雄
は翅の先がオレンジ色なのが
特徴です。アブラナ科の植物
が食草で、春のはじめの限ら
れた時期に発生します。 

あなたの見つけた”春限定”の生きもの 
このパンフレットで紹介した以外にも、いろいろな春限定の生き
ものがみられます。スケッチや写真であなたの発見を記録してみ
ましょう。 
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